オートマティスム研究 by 根本,美作子
54 人文：研究戸 No　51
オートマティスム研究
About　automatism
根本　美作子
NEMOTO　Misako
　今年度は、一九世紀心理学がどのようにしてオート
マティスム研究を注目していくようになったのか、そ
の思想史的な背景を調査するところからはじめ、そこ
に主要な二つの源泉を想定するにいたった。一つは、
一八世紀後半からヨーロッパを席巻したメスメリスム
（動物磁気療法、マニェティスムともいう）の反科学
的な流れであり、もう一つは、一八世紀初頭、はじめ
て人間の意識しない意識（無意識）について哲学的に
考察したライプニッッの『人間知性新論』（1705執筆、
1765刊行）である。このテクストは、後にピエール・
ジャネなどによって、オートマティスム研究の領域で
もしばしば引かれており、オートマティスムを考える
上で、大きな影響を及ぼしたと考えられる。
　この二つの源泉は、マニェティスムを主に催眠療法
と考えると、プルーストの『失われた時を求めて』に
深く関係している。というのも、『失われた時を求めて』
は、眠りと無意志的記憶（オートマティスム）をとお
して失われた時を見出すにいたる一人の主人公の物語
であるからだ。
　プルーストの父、アドリアン・プルーストは衛生学
の権威であり、シャルコーの授業に参加していただけ
ではなく、自身が「エミールXという名のヒステリー
患者の奇妙な移動オートマティスム」について、1890
年に科学アカデミーにおいて報告している。また、プ
ルーストの学士号習得試験に、ピエール・ジャネの叔
父の哲学者ポール・ジャネが、「自我の統一性と多様性」
という問題を出題したり、プルーストが、リボーの提
案した記憶の間欺という問題に多大な影響を受けて
『失われた時を求めて』を長い間、『心の聞歌』という
タイトルで発表することを考えていたという事実、ま
たは、晩年、やはりシャルコーの授業に出席していた
精神科医、ポール・ソリエのクリニックに入院したこ
となどを考え合わせれば、いかにプルーストが当時の
心理学と深く関係していたかがよくわかる。本研究で
は、オートマティスム論を中心とした一九世紀フラン
ス心理学の提出したもっとも大きな問題、自我の意識
の非統一性が、『失われた時を求めて』の中枢的な主
張をなしているという観点から再度この作品を読み直
し、より大きな思想史的な流れの中でこの作品が占め
る位置を再考した。
　その結果、「失われた時を求めて』における眠りと
無意志的記憶が、催眠療法にかかった患者が、分断さ
れた自己を露出するのと同じように、「私」に自己の
複数性のようなものを啓示していると同時に、その複
数性が、単なる分断だけではなく、自我、あるいは意
識の多層性を描いていることに注目した。
　そこからオートマティスムを翻って検討すると、そ
れが必ずしも自我の分裂のみを強調したのではなく、
フロイトの無意識の発見へと連なる道のりの上で、意
識の多層性の問題を追及していたことが理解されてき
た。フロイトの無意識があまりにも有名になったため、
いささか掻き消されてしまった観は否めないが、一九
世紀末に展開されたオートマティスム論では、より意
識に近い、あるいはジャネの場合のように意識に組み
込まれるような「無意識」が明るみに出され、その可
能性が問われていたのではないだろうか。プルースト
の無意識が、抑圧によって組付され、検閲によって近
づきがたいものとして封印されるのに対して、オート
マティスム論の「無意識」は、意識だけではとうてい
想像もできないような可能性がそこに秘められている
ことを語っている。『失われた時を求めて』でもやは
り同じように、理性や意志的記憶というまさに意識的
な能力では到達することのできない意識レヴェルが、
眠りや無意志的記憶というオートマティスムにヒント
を得た現象をとおして求められる。そこでは理性や意
志的記憶は、自我の分断のみを記す能力として「私」
を絶望させるに過ぎないのに対して、眠りと無意志的
記憶は、自我のなかに限りなく多層的な意識を照らし
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だすいわばランプのような働きをし、「私」を分断の
悲劇から救い出す。「私」に失われた時と同時に「私」
を見出させるのは、無意志的記憶の作用に他ならない。
　その無意志的記憶がいかにライプニッツの微少知覚
に近似した作用であるかを検討しながら、今後は、習
慣とオートマティスムの関係を考えながら、『失われ
た時を求めて』における習慣の問題を、無意志的記憶
と関連付けながら研究していきたい。
